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司
会
を
行
っ
た
の
は
、
先
年

11
月
に
発
足
し
た
茨
城
ベ
ト
ナ

ム
人
協
会
の
レ
・
バ
ン
・
タ
ン

さ
ん
、
ド
ー
・
テ
ィ
ー
・
チ
ュ
ー
・

チ
ャ
ン
さ
ん
と
現
在
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
に
留
学
中
の
学
生

三
人
が
務
め
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
山
口

や
ち
ゑ
県
連
会
長
は
「
下
山
田

名
誉
会
長
や
多
く
の
先
輩
方
が

50
年
と
い
う
茨
城
県
連
合
会
と

ベ
ト
ナ
ム
の
絆
を
作
り
、
齋
藤

平
前
会
長
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ

た
歴
史
の
上
に
現
在
が
あ
る
。

11
月
の
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
で
は
、

強
い
絆
で
両
国
の
交
流
が
一
層

深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

現
在
茨
城
に
は
８
千
人
の
ベ
ト

ナ
ム
人
が
生
活
し
て
い
る
。
昨

年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
が
設

立
し
、
私
た
ち
は
民
間
の
団
体

と
し
て
少
し
で
も
友
好
関
係
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
。
大
使
館

を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
と

心
の
交
流
が
今
後
の
両
国
の
懸

け
橋
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
大
使
館
の
教
育
担
当
の
フ
ォ

ン
書
記
官
は
「
ベ
ト
ナ
ム
人
協

会
の
設
立
時
も
茨
城
県
や
県
連

に
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
ベ
ト

ナ
ム
と
日
本
と
の
友
好
関
係
を

作
る
た
め
に
貢
献
し
て
い
た
だ

き
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
大

使
館
と
県
連
は
様
々
な
形
で
今

日
ま
で
協
力
し
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
ぜ
ひ
、
学
生
の
交
流
な

ど
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
大
井
川
和
彦
知
事
の
代
理
と

し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
矢
口

和
博
県
民
生
活
環
境
部
長
は

「
茨
城
県
と
ベ
ト
ナ
ム
は
農
業

分
野
の
技
術
向
上
や
人
材
育
成

な
ど
で
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
協
力
関
係
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
す
る
た
め
、
昨
年
11
月

に
知
事
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、

ベ
ト
ナ
ム
労
働
・
傷
病
兵
・
社

会
問
題
省
と
の
間
で
、
人
材
の

送
り
出
し
・
受
け
入
れ
等
に
関

す
る
協
力
覚
書
を
締
結
し
た
。

今
後
は
、
昨
年
設
立
し
た
外
国

人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

き
め
細
か
な
支
援
体
制
や
労
働

環
境
を
整
備
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の

方
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
茨
城

県
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
し

た
小
沼
巧
参
議
院
議
員
は
「
経

済
産
業
省
に
い
た
と
き
ベ
ト
ナ

ム
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
こ
れ
か
ら
も
発
展

し
て
い
く
大
事
な
国
で
あ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

（
２
面
へ
続
く
）

１
５
０
人
が
出
席
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
主
催
の
「
２
０
２
０
年
新
春
の
つ
ど
い
」
が
２
月
１
日
、

水
戸
市
三
の
丸
の
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ヴ
ー
・
ホ
ン
・
ナ
ム
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
の
代
理
と
し
て
教
育
担
当
の
ヴ
ー
・
テ
ィ
・
リ
ェ
ン
・
フ
ォ

ン
三
等
書
記
官
を
は
じ
め
、
本
県
選
出
の
各
議
員
、
市
町
村
長
、
団
体
、
企
業
、
会
員
ら
約
１
５

０
人
が
出
席
し
、
日
越
の
新
た
な
友
好
促
進
を
誓
い
ま
し
た
。

主催者あいさつ
山口県連会長

茨城県県民生活環境部
矢口部長

駐日ベトナム大使館
フォン書記官
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
祝
電
を
頂
き
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

茨
城
県
知
事
・
大
井
川
和
彦
、

衆
議
院
議
員
・
梶
山
弘
志
、
額

賀
福
志
郎
、
長
岡
桂
子
、
田
所

嘉
徳
、
石
井
啓
一
、
青
山
大
人
、

浅
野
さ
と
し
、
参
議
院
議
員
・

岡
田
広
、
上
月
良
祐
、
郡
司
彰
、

（
１
面
か
ら
続
く
）

　
ま
た
、
豊
田
稔
北
茨
城
市
長
、

高
橋
靖
水
戸
市
長
、
小
谷
隆
亮

大
洗
町
長
、
島
田
穣
一
小
美
玉

市
長
、
鈴
木
周
也
行
方
市
長
、

岸
田
一
夫
鉾
田
市
長
の
紹
介
が

あ
り
、
代
表
し
て
挨
拶
を
し
た

高
橋
市
長
は
「
若
者
の
海
外
研

修
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
交

流
活
動
を
通
し
て
、
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
両
国
の
相
互
理
解
と
友

好
親
善
の
向
上
に
長
年
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
一
昨
年

ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
民
間
団
体

と
し
て
は
最
高
位
の
ベ
ト
ナ
ム

友
好
勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い

る
」
と
話
し
、
県
連
の
活
動
を

評
価
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
日
立
市
の

田
尻
耕
造
さ
ん
か
ら
「
日
立
寒

桜
」
と
、
大
使
館
か
ら
は
生
花

が
届
き
、
つ
ど
い
に
花
を
添
え

ま
し
た
。

開会のことば
池田県連副会長

来賓あいさつ
小沼参議院議員

来賓あいさつ
岡田参議院議員

乾杯
中川県連会長代行

閉会のことば
小野県連副会長

左
か
ら
島
田
穣
一
小
美
玉
市
長
、
鈴

木
周
也
行
方
市
長
、
高
橋
靖
水
戸
市

長
、
豊
田
稔
北
茨
城
市
長
、
小
谷
隆

亮
大
洗
町
長
、
岸
田
一
夫
鉾
田
市
長

小
沼
巧
、
前
衆
議
院
議
員
・
福

島
伸
享
、
公
明
党
茨
城
県
本
部

代
表
茨
城
県
議
会
議
員
・
高
崎

進
、
社
会
民
主
党
茨
城
県
連
合 

代
表
・
石
松
俊
雄
、
常
総
市
長
・  

神
達
岳
志
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

長
・
小
田
川
浩
、
株
式
会
社
常

陽
銀
行
取
締
役
会
長
・
寺
門 

一
義
、
同
頭
取
・
笹
島
律
夫

　
青
少
年
・
若
者
訪
問
団
に
参
加
し
た
の
12
人
の
う
ち
当
日

参
加
し
た
高
校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
が
ベ
ト
ナ
ム
で
の
研

修
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

フエ外大などでの研修活動報告

　
今
回
出
席
し
た
学
生
・
若
者
た
ち

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
情
勢
や
人
々

の
様
子
、
観
光
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

と
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
、

さ
ら
に
フ
エ
外
国
語
大
学
や
ア
ン
タ

イ
子
ど
も
の
家
で
の
交
流
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
感
じ

た
こ
と
は
①
ベ
ト
ナ
ム
の
活
気
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
た
人
々
の
様

子
に
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と

②
受
け
身
で
は
な
く
自
分
た
ち
か
ら

積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

③
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ま
だ
あ
る
こ
と
④
同
年
代

の
学
生
た
ち
が
、
将
来
を
見
据
え
て

熱
心
に
学
習
し
て
い
る
姿
に
感
心
し

た
こ
と
⑤
異
世
代
の
人
と
の
関
わ
り

を
通
し
て
、
普
段
気
づ
か
な
い
こ
と

を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
な
ど
を
写
真
で
振
り
返
り
な
が
ら

報
告
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
た

学
生
も
い
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
　
　
　
　
今
月
の
俳
句

○ 

被
災
地
の 

蜜
入
り
り
ん
ご 
う
ば
い
あ
う

○ 

古
き
友 

コ
ー
ヒ
ー
は
ず
む 
二
月
か
な

○ 

こ
の
平
和 

白
鳥
浮
か
ぶ 

古
徳
沼

○ 

白
鳥
に 

園
児
の
笑
顔 

声
は
ず
む

○ 

「
受
か
っ
た
」
と 

高
校
受
験 

は
ず
む
孫

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
連
顧
問
　
人
見
章
太
郎

留
学
生
が
小
学
校
で
交
流

　
鉾
田
市
は
、
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

の
一
環
と
し
て
２
月
17
日
、
県
連
青
年
部
員
と
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
ら
を
招
い
て
、

鉾
田
市
立
旭
西
小
学
校
３
年
生
17
人
を
対
象
に
特
別
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な
る
ベ
ト
ナ
ム
を

理
解
す
る
特
別
授
業
。
鉾
田
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
片
岡
雅
浩
係
長
、
同
・
皆
藤
拓

也
主
幹
、
飯
島
誠
旭
西
小
学
校
校
長
ら
鉾

田
市
関
係
者
が
参
観
す
る
中
、
石
間
美
穂

県
連
青
年
部
学
生
部
長
（
茨
城
大
学
教
育

学
部
４
年
生
）
と
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
に
留
学
中
の
グ
エ
ン･

テ
ィ･

ア
イ
ン
さ

ん
、
レ･

テ
ィ
・
ホ
ン･

リ
ン
さ
ん
（
共
に
フ

エ
外
国
語
大
学
）、
レ
・
グ
エ
ン
・
ア
イ
ン
・

ミ
ン
さ
ん
、
ダ
ン
・
テ
ィ
・
ツ
イ
・
ヴ
ィ
さ

ん（
共
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
フ
ー
フ
リ
ッ
ト
大
学
）

が
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
特
別
授
業
が
行
わ
れ
る
教
室
に
現
れ
た

児
童
た
ち
は
、
民
族
衣
装
の
ア
オ
ザ
イ
に

身
を
包
ん
だ
留
学
生
に
次
々
と
シ
ン
チ
ャ
オ

（
こ
ん
に
ち
は
）
と
明
る
く
あ
い
さ
つ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
生
活
習
慣
や
食
文
化
に
関
す

る
映
像
資
料
を
熱
心
に
見
入
り
、
留
学
生

の
説
明
や
質
問
に
元
気
に
答
え
、「
ベ
ト
ナ

ム
に
行
き
た
く
な
っ
た
」「
ベ
ト
ナ
ム
語
を

も
っ
と
知
り
た
い
」「
ベ
ト
ナ
ム
の
食
べ
物

を
食
べ
て
み
た
い
」「
小
学
生
が
昼
休
み
に

家
に
帰
っ
て
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
に
驚
い
た

」
と
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
語
を
使
っ
た
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
（
ゲ
ー
ム
）
で
は
、
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
重
り
が
付
い
て
い
る
羽
根
を
蹴
り
上

げ
る
伝
統
的
な
ス
ポ
ー
ツ
「
ダ
ー
カ
ウ
」
の

体
験
で
は
、
皆
が
や
っ
て
み
た
い
と
意
欲
を

示
し
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
給
食
に
も
招
待
さ
れ
、
班
別
に
分
か
れ

て
児
童
た
ち
か
ら
授
業
の
感
想
や
日
頃
の

生
活
の
様
子
な
ど
聞
き
な
が
ら
和
や
か
に

交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
授
業
を
終
え
た
留
学
生
た
ち
は
「
ベ
ト

ナ
ム
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
嬉
し
か
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
を
紹
介
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

■
新
入
会
員

▽
参
議
院
議
員
・
小
沼
巧
さ
ん

（
水
戸
市
）

　
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月

４
日
、
ひ
た
ち
な
か
商
工
会
議
所
会
館
に
お
い
て
「
成

長
著
し
い
１
億
人
市
場
の
ベ
ト
ナ
ム
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
溢
れ
て
い
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
よ
そ
25
人
の
企
業

関
係
者
が
参
加
し
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
講
師
は
ジ
ェ
ト
ロ

海
外
調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課

の
上
田
弘
大
氏
で
「
ベ
ト
ナ
ム

ビ
ジ
ネ
ス
の
最
新
ト
レ
ン
ド
〜

最
新
経
済
事
情
と
進
出
日
系
企

業
の
動
向
〜
」
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
２
０
１
８
年
に

７
・
１
％
の
経
済
成
長
率
を
達

成
さ
せ
る
な
ど
成
長
が
著
し
く
、

２
０
２
０
年
１
月
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
議
長
国
に
な
り
、
ま
す
ま

す
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
２
０

１
９
年
の
投
資
件
数
は
過
去
最

高
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
ち
か
ご
ろ
安
定
的
な
成
長
が

続
い
て
い
る
中
で
、
存
在
感
が

大
き
か
っ
た
韓
国
と
日
本
で
す

が
、
２
０
１
９
年
に
は
中
国
と

香
港
か
ら
の
投
資
が
急
増
し
た

た
め
、
日
本
の
順
位
が
下
が
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
投
資
件
数
が
下
が
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
投
資
が

小
型
化
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
す
。

　
韓
国
企
業
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

へ
の
総
輸
出
額
の
４
分
の
１
を

占
め
て
い
る
サ
ム
ス
ン
グ
ル
ー

プ
や
、
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
、

Ｓ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
こ
ぞ
っ

て
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
て
お
り
、

影
響
力
の
大
き
さ
は
韓
国
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
へ
航
空
機
の
直
行
便

の
増
大
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
２
０
１
９
年
上
半
期

の
中
国
か
ら
の
投
資
件
数
は
前

年
比
84
％
増
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
日
系
企
業
の
進
出
に
は
地

域
ご
と
の
特
性
が
あ
り
、
北
部

ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
周
辺
は

キ
ャ
ノ
ン
、
ブ
ラ
ザ
ー
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ

な
ど
、
中
部
ダ
ナ
ン
周
辺
は

フ
ォ
ス
タ
ー
電
機
、
マ
ブ
チ

モ
ー
タ
ー
な
ど
、
南
部
ホ
ー
チ

ミ
ン
周
辺
は
味
の
素
、
エ
ー
ス

コ
ッ
ク
、
ヤ
ク
ル
ト
な
ど
が
進

出
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
さ
ら

な
る
進
出
を
考
え
る
時
、
電
力

需
給
に
つ
い
て
も
問
題
が
な

く
、
主
要
都
市
と
地
方
省
を
結

ぶ
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
人
件
費
が
低
廉

な
ベ
ト
ナ
ム
地
方
省
（
ク
ワ
ン

ガ
イ
省
な
ど
）
へ
の
投
資
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ

伝
統
的
な
市
場
の
割
合
が
ま

だ
ま
だ
高
い
ベ
ト
ナ
ム
で
す

が
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
の
動
き
も
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム

の
最
新
ト
レ
ン
ド
を
知
る
上

で
、
非
常
に
意
義
深
い
内
容
で

し
た
。

　
第
２
部
は
す
で
に
現
地
で

事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業

経
営
者
か
ら
現
地
の
実
情
を

聞
き
、
第
３
部
で
は
専
門
家
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
に
つ
い

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

ベトナムはビジネスチャンス

ジェトロ茨城
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